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第１  現状と課題  

「 消 防 力 の 基 準 」 は 平 成 １ ２ 年 に 改 正 さ れ 、 市 町 村 の 自 主 的 な 判

断 要 素 が 相 当 程 度 拡 充 さ れ る こ と に な っ た が 、 市 町 村 に お い て は 、

そ の 改 正 の 趣 旨 を 踏 ま え る と と も に 、 地 方 行 財 政 を 取 り 巻 く 厳 し い

社 会 情 勢 の 中 で 、 消 防 需 要 の 高 度 化 ・ 専 門 化 に 的 確 に 対 処 し て い く

必要性に迫られている。  

このため、平成１５年１２月の当消防審議会においては、「消防力

の 基 準 」 に つ い て 、「『 市 町 村 が 適 正 な 消 防 力 を 整 備 す る に 当 た っ て

の 指 針 』 と し て の 位 置 付 け を 維 持 し つ つ 、 消 防 サ ー ビ ス の 水 準 確 保

を 前 提 に し て 、 消 防 力 の 整 備 に 当 た っ て 市 町 村 が 様 々 な 選 択 を 行 え

るような内容・形態にしていく必要がある。」と答申したところであ

る。  

具体的には、分野別の標準的職務能力の明示、「兼務」概念の導入、

人 員 ・ 施 設 を 合 わ せ た 性 能 ・ 効 果 の 充 足 に 係 る 規 定 の 導 入 、 消 防 団

員 数 に 関 す る 算 定 指 標 の 設 定 等 の 必 要 性 に つ い て 指 摘 し た と こ ろ で

ある。  

 

第２  「消防力の基準」の見直しの考え方  

 

１  「消防力の整備指針」としての位置付けの明確化  

現 在 、 救 急 需 要 の 増 大 、 高 度 化 、 予 防 業 務 の 専 門 化 等 へ の 対 応 が

求 め ら れ て お り 、 今 後 、 住 民 ニ ー ズ を 踏 ま え 、 消 防 力 の 整 備 充 実 を

一 層 図 っ て い く 必 要 が あ る 。 ま た 近 年 、 住 民 の 安 心 ・ 安 全 に 対 す る

関 心 が 高 ま っ て き た こ と に 伴 い 、 国 の 役 割 に つ い て の 考 え 方 も 変 化

してきている。  

このようなことから、今回の「消防力の基準」の改正においては、

第 一 に 、 で き る だ け 市 町 村 の 様 々 な 選 択 が 可 能 と な る よ う 内 容 の 充

実を図るとともに、「消防力の基準」の名称を「消防力の整備指針（以

下 「 指 針 」 と い う 。）」 に 改 め 、 市 町 村 が 消 防 力 の 整 備 を 進 め る 上 で

の 整 備 目 標 と し て の 性 格 を 明 確 に し 、 そ の 趣 旨 を 踏 ま え た 活 用 を 促

すこととするべきである。  

第二に、国民の「安全」を守るという国の責任にかんがみ、「安全」

の 具 体 的 要 求 水 準 や 内 容 に つ い て 、 国 が 地 方 公 共 団 体 ・ 国 民 に 対 し

て、明確に示すことが必要である。したがって、「指針」は、市町村

が 消 防 力 の 整 備 を 進 め る に 当 た っ て の 単 な る 目 安 と い う も の で は な

く 、 各 市 町 村 は 、 こ の 指 針 を 整 備 目 標 と し て 、 地 域 の 実 情 に 即 し て
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具 体 的 な 整 備 に 取 り 組 む こ と が 要 請 さ れ る も の と 位 置 付 け る べ き で

ある。  

も と よ り 、 市 町 村 は 、 消 防 施 設 や 人 員 に つ い て の 基 準 数 値 を 自 主

的 に 決 定 し 、 消 防 力 の 計 画 的 な 整 備 を 推 進 す る こ と と な る が 、 自 ら

の 消 防 力 の 整 備 水 準 に つ い て 、 住 民 に 対 し て 具 体 的 な 根 拠 に 基 づ い

て説明することが求められるものと解するべきである。  

 

２  「消防力の整備指針」の基本的な考え方  

 これまで「消防力の基準」は、消防力の計画的な整備を推進するた

めに必要な施設、人員についての基準を示してきたところであるが、

消防行政を効果的に推進していくためには、その理念としての具体的

な政策目標を示すことが極めて重要である。  

 このためには、大規模災害時等における国の役割を明確にした上で、

市町村に対し、「総合性の発揮」、「複雑化・多様化・高度化する災害

への対応」、「地域の防災力を高めるための連携」、「大規模災害時

等における広域的な対応」の必要性について「指針」に盛り込むべき

である。その主な内容は以下のとおりである。  

 

（１）総合性の発揮  

住民の消防需要に対応した十分な消 防力の水準を確保するため

には、各職員及び隊が各業務を的確 に実施するのに必要な職務能

力を保持した上で、複数の分野にま たがる総合的な職務能力を高

めるとともに、市町村の関係部署と の連携を深める必要がある。

そのため、  

ア  各 職 員 が 複 数 の 分 野 の 経 験 を 経 る こ と に よ り 、 職 務 能 力 を 高

めること。  

イ  組 織 全 体 と し て の 円 滑 な 業 務 の 遂 行 に 留 意 し つ つ 、 各 業 務 間

における人事の流動性向上や業務間における兼務を図ること。  

ウ  常 備 消 防 は 、 当 該 市 町 村 の 関 係 部 署 、 消 防 団 、 自 主 防 災 組 織

や 地 域 の 事 業 所 等 の 民 間 組 織 と と も に 、 地 域 の 総 合 力 を 活 用 し

て災害予防、応急対策等を行うこと。  

 

（２）複雑化・多様化・高度化する災害への対応  

近年、消防の対応すべき事象は、通常の火災や救急事案のほか、

大 規 模 ・ 特 殊 災 害 、 さ ら に は 武 力 攻 撃 災 害 等 、 著 し く 複 雑 化 ・ 多

様 化 ・ 高 度 化 し て お り 、 こ う し た 災 害 に 十 分 に 対 応 で き る 適 切 な
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体制の整備を図る必要がある。そのため、  

ア  合 理 的 に 人 員 を 配 し た 警 防 活 動 体 制 及 び 現 場 指 揮 体 制 の 整 備

を図ること。  

イ  高度で専門的な知識・経験を有する予防要員を確保すること。 

ウ  救 急 業 務 の 高 度 化 ・ 専 門 化 に 的 確 に 対 応 し た 救 急 体 制 の 整 備

を図ること。  

 

（３）地域の防災力を高めるための連携  

災 害 対 応 に お け る 地 域 の 防 災 力 を 高 め る た め に は 、 常 備 消 防 及

び消防団と市町村の防災部署との連携が必要である。そのため、  

ア  通 常 火 災 等 に 対 応 す る た め の 消 防 力 の ほ か 、 各 種 災 害 へ の 対

応 に 必 要 な 資 機 材 の 整 備 、 災 害 情 報 の 伝 達 、 避 難 誘 導 等 に 必 要

となる施設及び人員の整備を図ること。  

イ  消 防 団 に つ い て は 、 災 害 時 の 住 民 の 避 難 誘 導 、 そ の 他 地 域 ご

とに想定される災害対応に必要な人員を確保すること。  

 

（４）大規模災害時等における広域的な対応  

単独の市町村では対応できないような大規模・特殊災害、また、

国 が よ り 主 体 的 な 役 割 を 果 た す べ き 武 力 攻 撃 災 害 等 に お い て 、 他

の 市 町 村 、 都 道 府 県 及 び 自 衛 隊 等 の 関 係 機 関 と 協 力 し つ つ 、 広 域

的な対応体制を確保することが必要である。そのため、  

ア  市 町 村 間 の 相 互 応 援 に 関 す る 協 定 等 に 基 づ く 応 援 、 緊 急 消 防

援 助 隊 の 応 援 等 を 受 け る こ と が で き る よ う 通 信 、 指 揮 、 指 令 等

の体制を整備すること。  

イ  当該市町村における体制整備のほか、緊急消防援助隊の編成

や 出 動 に 係 る 支 援 体 制 、 高 度 な 資 機 材 の 整 備 等 、 広 域 的 な 観 点

からの消防力の充実が必要となること。  

 

３  求められる職務能力の明示  

（１）消防職員に必要とされる職務能力  

消 防 職 員 は 、 特 定 の 分 野 に お い て 専 門 性 を 高 め る こ と が 求 め ら

れ て お り 、 こ の た め 、 消 防 職 員 の 分 野 別 に 求 め ら れ る 職 務 能 力 を

明確にするとともに、その能力を高める必要がある。  

ま た 、 人 事 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ っ て 複 数 の 分 野 の 知 識 ・ 技 術 ・

経 験 を 経 る こ と に よ り 、 各 分 野 に お け る よ り 高 度 な 職 務 能 力 を 備

え る こ と と な る 。 例 え ば 、 警 防 要 員 で あ っ て も 、 予 防 や 救 急 ・ 救
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助 の 知 識 経 験 を 有 す る こ と に よ り 、 建 築 物 構 造 の 知 見 の 活 用 や 人

命 救 助 活 動 と の 連 携 を 図 る こ と が で き 、 警 防 要 員 と し て の 能 力 を

よ り 発 揮 す る こ と が で き る な ど 、 消 防 の 各 業 務 は 、 相 互 に 深 い 相

関 関 係 を 有 す る も の で あ り 、 こ の こ と は 、 職 員 と し て の 総 合 性 を

発揮することにつながる。  

以 上 の こ と か ら 、 「 指 針 」 に お い て 、 消 防 職 員 の 分 野 別 に 求 め

ら れ る 職 務 能 力 を 明 確 に す る と と も に 、 で き る だ け 幅 広 い 経 験 を

経 る こ と に よ り 、 よ り 高 い 水 準 を 確 保 し て い く 必 要 性 に つ い て 明

記するべきである。  

 

（２）消防長が備えるべき資質  

消 防 長 は 、 市 町 村 消 防 を 統 括 し 、 指 揮 監 督 す る 最 高 の 責 任 者 と

し て の 地 位 を 占 め て お り 、 住 民 の 生 命 ・ 身 体 ・ 財 産 を 災 害 か ら 守

る と い う 大 き な 責 任 が 課 せ ら れ て い る と と も に 、 私 人 の 権 利 の 制

限 に 関 わ る 強 い 権 限 が 与 え ら れ て い る （ 消 防 法 第 ２ ９ 条 第 ２ 項

等）。  

し た が っ て 、 大 規 模 ・ 特 殊 災 害 や 武 力 攻 撃 災 害 等 へ の 対 処 を も

含 め 、 消 防 長 に は 、 消 防 活 動 に 係 る 実 務 的 な 責 任 能 力 ・ 判 断 能 力

が 求 め ら れ る 。 あ わ せ て 防 災 業 務 等 に お け る 消 防 の 役 割 の 増 大 な

どを踏まえ、行政全体にわたる幅広い見識が求められている。  

以 上 の こ と か ら 、 「 指 針 」 に お い て 、 消 防 長 が 備 え る べ き 資 質

と し て 、 「 一 定 期 間 の 消 防 業 務 の 従 事 経 験 又 は 教 育 訓 練 の 受 講 の

必要性」及び「防災業務等行政全体にわたる幅広い見識の必要性」

について、明記するべきである。  

 

４  「兼務」概念の導入  

現 行 の 基 準 で は 、 職 員 数 は 専 任 を 前 提 に 算 定 さ れ て お り 、 基 準 の

充 足 率 は 、 実 態 に 比 し て 、 相 当 低 い も の と な っ て い る が 、 実 際 上 は

他 の 業 務 と の 兼 務 が か な り の 程 度 行 わ れ て い る 。 例 え ば 、 警 防 要 員

と 救 急 要 員 と が 相 互 に 兼 務 し て い る 消 防 本 部 、 警 防 要 員 が 予 防 要 員

を兼務している消防本部などの実態がみられるところである。  

異 な る 業 務 間 の 兼 務 は 、 職 員 の 能 力 の 効 率 的 な 活 用 に つ な が る も

の で あ り 、 総 合 的 な 消 防 力 の 向 上 に も 資 す る も の で あ り 、 実 態 を 踏

まえつつ、「指針」に「兼務」概念を導入するべきである。  

な お 、 こ の 場 合 、 兼 務 が 消 防 業 務 全 般 に わ た っ て 無 制 限 に 広 が る

こ と に な れ ば 、 か え っ て 消 防 力 の 低 下 を 招 く こ と と な る た め 、 必 要
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な消防力が確保されるよう適切な基準を示すべきである。  

 

（１）消防ポンプ自動車等及び救急自動車の搭乗隊員の兼務の基準  

現 行 の 基 準 で は 、 消 防 署 所 （ 消 防 署 又 は 出 張 所 ） に お い て 管 理

す る 消 防 ポ ン プ 自 動 車 及 び 救 急 自 動 車 の 搭 乗 隊 員 は 、 各 々 の 業 務

を専任として従事することが、職員数の算定の基礎となっている。 

し か し な が ら 、 火 災 出 動 の 頻 度 の 少 な い と こ ろ に お い て は 、 消

防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 搭 乗 隊 員 が 、 救 急 自 動 車 の 搭 乗 隊 員 を 兼 務 す

る 勤 務 形 態 を と る 消 防 本 部 が 多 く 存 在 し て い る 。 地 方 公 共 団 体 意

向 調 査 結 果 に よ れ ば 、 管 轄 人 口 ４ 万 人 未 満 の 消 防 本 部 で は 、 救 急

自 動 車 の 搭 乗 隊 員 の 過 半 数 が 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 搭 乗 隊 員 を 兼

務しているという実態が示されている。  

こ う し た 本 部 に お い て は 、 消 防 署 所 に 配 置 さ れ た 救 急 自 動 車 が

出 動 中 に 当 該 消 防 署 所 の 管 轄 地 域 か ら 火 災 通 報 が あ っ た 場 合 に 、

消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 に 搭 乗 す べ き 隊 員 が 不 足 し 、 火 災 の 初 期 対 応

に支障を来すという事態が懸念されるところである。  

こ の こ と か ら 、 全 国 の 消 防 本 部 の 実 態 を 踏 ま え つ つ 、 住 民 の 消

防 へ の 期 待 に 応 え る た め 、 救 急 自 動 車 が 出 動 し て い る 時 に 火 災 が

発 生 す る 確 率 が 低 い 消 防 署 所 に お け る 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 搭 乗

隊 員 と 救 急 自 動 車 の 搭 乗 隊 員 の 兼 務 の 基 準 を 明 確 化 す る べ き で あ

る。  

 

（２）都市部における消防ポンプ自 動車及び救急自動車の搭乗隊員の

兼務の基準  

都 市 部 に お い て は 、 救 急 需 要 が 急 速 に 増 加 し て お り 、 こ れ へ の

対 応 を 図 る 必 要 が あ る が 、 厳 し い 財 政 事 情 等 を 考 慮 す る と 、 専 任

の救急隊員の大幅な増加を望むことは困難な状況にある。  

ま た 、 救 急 自 動 車 の 搭 乗 隊 員 の 業 務 量 が 、 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等

の 搭 乗 隊 員 の 業 務 量 に 比 較 し て 多 く な り 、 両 者 の 勤 務 実 態 に 濃 淡

が生じている。  

そ こ で 都 市 部 に お い て は 、 救 急 事 案 の 増 加 に 対 応 し た 必 要 な 救

急自動車を整備するとともに、当該車両に必要な人員については、

消 防 ポ ン プ 自 動 車 の 搭 乗 隊 員 を 救 急 隊 員 に シ フ ト さ せ る こ と と す

る べ き で あ る 。 当 該 救 急 隊 員 に つ い て は 、 火 災 発 生 時 に は 消 防 ポ

ンプ自動車に搭乗する兼務隊員とするべきである。  

（ １ ） で 述 べ た 「 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 及 び 救 急 自 動 車 の 搭 乗 隊
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員 の 兼 務 の 基 準 」 が 、 火 災 の 発 生 頻 度 が 少 な い 地 域 に お け る 両 者

の 兼 務 に つ い て の 考 え 方 を 示 し た も の で あ る の と 異 な り 、 こ こ で

の 基 準 は 都 市 部 に お け る 救 急 需 要 の 増 加 に 対 応 す る た め の も の で

あ る こ と を 踏 ま え 、 兼 務 を 行 う 消 防 署 所 の 管 轄 区 域 に お け る 火 災

対応について、「隣接消防署所の消防ポンプ自動車が出動から６．

５ 分 以 内 に 放 水 開 始 す る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 兼 務 を 行 う 消

防 署 所 の 消 防 ポ ン プ 自 動 車 及 び 救 急 自 動 車 の 出 動 状 況 を 、 隣 接 す

る 消 防 署 所 に お い て 、 確 認 で き る 体 制 が 必 要 」 と い う よ り 厳 し い

要件を課することとするべきである。  

 

（３）予防業務の兼務の基準  

現 行 の 基 準 で は 、 予 防 要 員 は 専 任 と な っ て い る が 、 今 後 の 複 雑

化 ・ 高 度 化 す る 予 防 需 要 に 対 応 す る た め 、 兼 務 の 予 防 要 員 を 基 準

化 し 、 総 体 と し て の 予 防 需 要 へ の 対 応 力 の 強 化 を 図 る こ と と す る

べきである。  

具 体 的 に は 、 ８ 予 防 業 務 （ １ ） ア で 述 べ る よ う に 、 人 口 １ ０ 万

人 の 標 準 団 体 に お け る 予 防 要 員 数 を 現 行 の １ ２ 人 相 当 か ら １ ５ 人

相 当 と す る 必 要 が あ る が 、 そ の う ち 専 任 要 員 と し て １ ２ 人 相 当 、

交替制勤務の兼務要員として３人相当を確保するべきである。  

な お 、 交 替 制 勤 務 の 兼 務 要 員 の 予 防 業 務 の 従 事 形 態 は 、 災 害 発

生 時 に 緊 急 車 両 に 搭 乗 す る 場 合 を 除 き 、 予 防 業 務 に 従 事 す る 形 の

兼 務 と し 、 そ の 業 務 内 容 は 防 火 指 導 等 を 行 う も の と す る べ き で あ

る。  

 

５  施設の性能・効果を考慮した基準の導入  

現 行 の 基 準 で は 、 消 防 車 両 等 の 必 要 数 を 算 定 し 、 そ れ に 一 定 の 搭

乗 隊 員 数 を 乗 ず る こ と に よ り 、 所 要 の 人 員 数 を 算 定 す る こ と と し て

お り 、 画 一 的 な 装 備 技 術 ・ 消 防 活 動 の 形 態 を 前 提 と し た 基 準 と な っ

て い る 。 し か し 、 動 力 付 ホ ー ス カ ー や 現 場 活 動 用 無 線 機 の 導 入 な ど

消 防 機 器 の 進 歩 等 に よ り 施 設 の 性 能 ・ 効 果 が 大 き く 向 上 し て い る こ

と を 踏 ま え 、 人 員 と 施 設 （ 車 両 等 ） を 個 別 に と ら え る の で は な く 、

施 設 の 性 能 ・ 効 果 を 考 慮 に 入 れ た 上 で 配 置 す べ き 人 員 ・ 施 設 を 定 め

た基準とするべきである。  

 

消防ポンプ自動車等の搭乗隊員数の基準  

現 行 の 基 準 で は 、 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 （ 市 街 地 に 該 当 し な い 地 域
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に 設 置 し た 消 防 署 所 に 配 置 す る も の を 除 く 。 ） の 搭 乗 隊 員 の 数 は 、

消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 １ 台 に つ き ５ 人 と さ れ 、 二 の 消 防 隊 が 連 携 し て

火 災 の 鎮 圧 等 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 い ず れ か 一 方 の 消 防 隊 の 隊 員

の数を４人とすることができるとされている。  

装 備 に 係 る 技 術 開 発 や 消 防 戦 術 の 進 歩 等 を 受 け 、 人 員 ・ 施 設 を 合

わ せ た 性 能 ・ 効 果 の 充 足 に よ り 、 新 た に 搭 乗 人 員 を 減 じ る こ と が で

きる条件を明示するべきである。  

 

ア  消防ポンプ自動車・化学消防車  

消 防 隊 員 の 活 動 時 の 負 担 を 軽 減 す る 資 機 材 ・ 装 置 （ 隊 員 相 互

間 の 情 報 伝 達 の た め の 現 場 活 動 用 無 線 機 及 び 動 力 付 ホ ー ス カ

ー ） を 有 す る 場 合 は 、 搭 乗 隊 員 を 減 じ る こ と が で き る こ と と す

るべきである。  

 

イ  はしご自動車・屈折はしご自動車  

は し ご 操 作 時 の 障 害 監 視 を 軽 減 す る 自 動 停 止 装 置 を 有 し 、 か

つ 、 他 の 消 防 隊 又 は 救 助 隊 と の 連 携 活 動 が 事 前 に 計 画 さ れ て い

る 場 合 は 、 搭 乗 隊 員 を 減 じ る こ と が で き る こ と と す る べ き で あ

る。  

 

６  防災・危機管理に関する基準の導入  

近 年 、 消 防 は 、 大 規 模 ・ 特 殊 災 害 や 武 力 攻 撃 災 害 等 へ の 対 応 が 求

め ら れ て い る が 、 現 行 の 基 準 で は 必 ず し も こ う し た 災 害 に 対 応 す る

規定は十分に盛り込まれていない。  

市 町 村 の 防 災 業 務 は 、 消 防 機 関 （ 消 防 本 部 ・ 消 防 団 ） に 限 ら ず 、

市 町 村 長 部 局 や 自 主 防 災 組 織 等 を 含 め た 総 合 力 で 対 応 す る も の で あ

り 、 消 防 機 関 が 実 質 的 に 担 う べ き 防 災 業 務 は 、 消 火 ・ 救 急 を 始 め 、

災 害 情 報 の 伝 達 、 住 民 の 避 難 勧 告 ・ 誘 導 、 防 災 啓 発 、 自 主 防 災 組 織

の 指 導 育 成 な ど 、 そ の 一 部 を 構 成 す る も の で あ る 。 し か し 、 消 防 組

織 法 上 、 水 火 災 又 は 地 震 等 の 災 害 の 防 除 が 消 防 の 任 務 と し て 位 置 付

け ら れ て い る こ と 、 ま た 、 近 年 、 市 町 村 の 防 災 力 の 強 化 が 重 要 課 題

と さ れ て い る こ と 等 を 踏 ま え 、 消 防 業 務 に 関 係 す る 次 の 項 目 に つ い

て、新たに「指針」に盛り込むべきである。  

 

（１）ＮＢＣ災害対応資機材の配置基準  

ＮＢＣ（放射性物質 (Nuclear)、生物剤 (Biological)及び化学剤
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(Chemical)） 災 害 へ の 対 応 に つ い て は 、 「 救 助 隊 の 編 成 、 装 備 及

び 配 置 の 基 準 を 定 め る 省 令 」 （ 昭 和 ６ １ 年 自 治 省 令 第 ２ ２ 号 ） 及

び 「 救 助 活 動 に 関 す る 基 準 」 （ 昭 和 ６ ２ 年 消 防 庁 告 示 第 ３ 号 ） に

お い て 、 消 防 本 部 を 置 く 市 町 村 が 、 救 助 工 作 車 に 地 域 の 実 情 に 応

じて関係する資機材を配置することとされている。  

現 在 、 テ ロ を 含 め た 危 機 管 理 に 対 す る 適 切 な 対 応 が 消 防 に 対 し

て 要 請 さ れ る 社 会 情 勢 の 中 で 、 市 町 村 の 消 防 責 任 を 十 分 に 果 た す

た め 、 上 記 の 省 令 及 び 告 示 を 踏 ま え つ つ 、 よ り 具 体 的 な Ｎ Ｂ Ｃ 災

害対応資機材の配置基準について「指針」に盛り込むべきである。  

な お 、 こ れ ら の 資 機 材 の 配 置 に 当 た っ て は 、 人 口 分 布 や 重 要 施

設 の 立 地 等 を 勘 案 し 、 広 域 的 な 災 害 対 応 体 制 を 確 保 す る 必 要 が あ

る。  

 

（２）同報系無線の設置基準  

同 報 系 無 線 は 、 住 民 に 災 害 情 報 を 一 斉 に 伝 達 す る こ と が 可 能 で

あ り 、 気 象 予 警 報 や 避 難 勧 告 等 の 伝 達 に 極 め て 重 要 な 役 割 を 果 た

す も の で あ る 。 ま た 、 武 力 攻 撃 災 害 等 に お け る 住 民 の 避 難 誘 導 に

おいても、必要不可欠な施設整備であるが、全国整備率は、６７．

８％（平成１６年３月末現在）にとどまっている。  

同 報 系 無 線 を 活 用 す る の は 、 実 際 の 避 難 誘 導 の 主 体 と な る 消 防

機 関 で あ る こ と か ら 、 そ の 整 備 及 び 活 用 を 促 進 す る た め 、 全 市 町

村が整備する必要がある旨「指針」に盛り込むべきである。  

 

（３）消防庁舎の耐震化等の基準  

大 規 模 災 害 時 等 に お け る 防 災 拠 点 の 中 核 で あ る 消 防 庁 舎 は 、 被

災 に よ り 使 用 不 能 と な る こ と が な い よ う 、 庁 舎 の 耐 震 化 、 風 水 害

へ の 対 応 、 停 電 時 の 非 常 用 電 源 等 を 全 市 町 村 が 整 備 す る 必 要 が あ

る旨「指針」に盛り込むべきである。  

 

（４）消防本部と消防団との通信設備の整備基準  

現 行 の 基 準 で は 、 消 防 団 に 、 分 団 と の 連 絡 の た め の 適 当 な 通 信

装置を設置することが規定されている。  

大 規 模 災 害 時 等 に お い て は 、 道 路 の 遮 断 、 市 町 村 防 災 無 線 の 使

用 不 能 等 の 事 態 が 発 生 す る こ と が あ る た め 、 孤 立 し た 地 域 等 に お

い て 活 動 中 の 消 防 団 と 消 防 本 部 と が 無 線 等 で 直 接 交 信 す る こ と に

よ っ て 、 被 災 状 況 の 早 期 の 把 握 、 迅 速 な 消 防 活 動 等 を 可 能 と す る
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ことが極めて重要である。  

し た が っ て 、 す べ て の 消 防 本 部 と 消 防 団 と の 間 の 通 信 設 備 を 全

市町村が整備する必要がある旨「指針」に盛り込むべきである。  

 

７  警防業務  

指揮隊及び指揮隊車の配置基準  

現 行 の 基 準 で は 、 指 揮 活 動 を 行 う た め 、 相 応 の 階 級 を 有 す る 消 防

吏 員 の 配 置 に つ い て は 規 定 さ れ て い る が 、 指 揮 隊 に つ い て の 基 準 は

設けられていない。  

災 害 現 場 に お け る 安 全 の 確 保 及 び 円 滑 ・ 効 果 的 な 警 防 活 動 の 遂 行

の 観 点 か ら 、 責 任 あ る 者 が 、 高 度 な 情 報 収 集 ・ 判 断 の 下 、 組 織 的 で

厳 格 な 指 揮 を 行 う 仕 組 み が 必 要 で あ る が 、 各 消 防 本 部 に お け る 指 揮

体 制 は ま ち ま ち で あ り 、 特 に 小 規 模 消 防 本 部 な ど で は 、 専 任 の 指 揮

隊が設けられていないことが多い。  

し た が っ て 、 組 織 的 ・ 効 果 的 な 指 揮 が 行 え る 体 制 を 構 築 し 、 消 防

力 の 強 化 を 図 る と と も に 、 消 防 活 動 に お け る 組 織 的 な 安 全 管 理 の 徹

底を期する必要がある。  

 

ア  指揮隊車の配置  

複 数 の 消 防 隊 、 救 急 隊 又 は 救 助 隊 等 が 連 携 し て 災 害 活 動 を 行

う 場 合 の 指 揮 活 動 に 使 用 す る 指 揮 隊 車 を 、 消 防 署 ご と に 配 置 す

ることが適当である。  

 

イ  指揮隊車の搭乗隊員数  

指 揮 隊 車 （ 市 街 地 に 該 当 し な い 地 域 に 設 置 し た 消 防 署 に 配 置

す る も の を 除 く 。） に 搭 乗 し 、 専 ら 指 揮 活 動 を 行 う 隊 員 の 数 は 、

指揮隊車１台につき、「現場の統括」、「部隊の運用・管理、安全

管 理 」 及 び 「 災 害 に 関 す る 情 報 の 収 集 ・ 管 理 」 を 担 う ３ 人 以 上

と す る べ き で あ る 。 ま た 、 災 害 が 発 生 し た 場 合 に 、 多 数 の 人 命

危 険 又 は 消 防 活 動 上 の 困 難 が 発 生 す る お そ れ が 大 き い 「 超 高 層

建 築 物 」、「 地 下 鉄 」、「 大 規 模 ・ 特 殊 な 危 険 物 施 設 」 等 が 存 す る

消 防 署 に 配 置 す る 指 揮 隊 車 に あ っ て は 、 １ 台 に つ き ４ 人 以 上 と

するべきである。  
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○  指揮活動のイメージ図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  予防業務  

（１）予防要員数の基準  

現行の基準では、予防要員の数は、「立入検査、消防同意、消防

用設備等の設置時検査、火災原因調査等の事務」（以下「予防事務」

という。）に要する人員数と、危険物事務に要する人員数を合算し

て求めることとされている。  

 

ア  予防事務に要する人員  

現行の基準では、予防事務に要する人員数については、市町  

村 の 人 口 に １ ０ 万 分 の １ ２ を 乗 じ て 得 た 数 を 基 準 と し て 、 市 町

村 の 区 域 の 面 積 、 市 町 村 に 存 す る 防 火 対 象 物 の 数 等 を 勘 案 し た

数 と さ れ て い る が 、 予 防 事 務 が 複 雑 化 ・ 高 度 化 す る と と も に 、

さ ら に 違 反 処 理 の 推 進 、 性 能 規 定 化 な ど の 新 た な 制 度 が 導 入 さ

れ た こ と を 踏 ま え 、 予 防 事 務 に 要 す る 人 員 数 の 算 定 指 標 を 、 市

町 村 の 人 口 か ら 予 防 事 務 量 と 密 接 な 相 関 関 係 が あ る 防 火 対 象 物

数 に 改 め 、 市 町 村 に 存 す る 特 定 防 火 対 象 物 数 、 非 特 定 防 火 対 象

物 数 、 戸 建 て 住 宅 数 を も と に 予 防 事 務 に 要 す る 人 員 数 を 算 定 す

るべきである。  

 こ れ に よ り 、 人 口 １ ０ 万 人 の 標 準 団 体 に お け る 予 防 事 務 に 要

す る 人 員 数 は 現 行 の １ ２ 人 相 当 か ら １ ５ 人 相 当 に な る も の で あ

る。（兼務の取扱いについては４「兼務」概念の導入（３）のと

命 令 伝 達 ・ 通 信 連 絡 ・ 記 録

現 場  の  統  括  
 

「部隊の運用・管理」

「安全管理」 

「災害に関する 

情報の収集・管理」

（ 状 況 判 断 、指 揮 、統 制 ）
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おり）  

 

イ  危険物事務に要する人員  

現 行 の 基 準 で は 、 危 険 物 事 務 に 要 す る 人 員 数 に つ い て は 、 市

町 村 に 設 置 さ れ て い る 危 険 物 の 製 造 所 等 の 数 を １ ５ ０ で 除 し て

得 た 数 を 基 準 と し て 、 危 険 物 の 製 造 所 等 の 種 類 及 び 規 模 、 少 量

危険物の施設の数及び種類等を勘案した数とされている。  

製 造 所 等 の 種 類 及 び 規 模 の 大 小 の 違 い に よ り 、 検 査 等 に 要 す

る 事 務 量 に つ い て 相 違 が 生 じ る こ と か ら 、 危 険 物 施 設 の 危 険 性

（施設区分ごとの事故発生率）及び技術基準の構成の複雑さ（審

査 、 検 査 等 に 要 す る 時 間 ） 等 を 考 慮 し て 算 定 し た 数 を 危 険 物 事

務に要する人員数とするべきである。  

 

（２）予防要員の資格等  

現 行 の 基 準 で は 、 予 防 要 員 に つ い て の 資 格 要 件 は 設 け ら れ て い

な い が 、 予 防 業 務 に つ い て は 、 新 た に 性 能 規 定 化 が 導 入 さ れ た こ

と 、 違 反 処 理 の 推 進 や 防 火 対 象 物 点 検 報 告 制 度 が 導 入 さ れ た こ と

等 に よ り 、 高 度 化 ・ 専 門 化 が 進 展 し て い る 。 こ れ ら に 対 応 す る た

めの予防要員の資格制度を創設することが必要である。  

 

ア  予防技術資格者（仮称）  

国 と し て 、 予 防 に 関 す る 一 定 の 知 識 ・ 技 術 を 有 す る 者 を 確 保

す る た め 、 一 定 の 専 門 の 課 程 を 修 了 し て い る こ と を 受 験 資 格 と

する全国統一的な試験制度を新たに創設するべきである。  

こ の 試 験 に 合 格 し 、 か つ 、 予 防 業 務 の 実 務 経 験 を 概 ね ２ 年 以

上 有 す る 職 員 を 「 予 防 技 術 資 格 者 （ 仮 称 ）」（ 以 下 「 資 格 者 」 と

いう。）として、消防長が認定するべきである。  

な お 、 消 防 同 意 事 務 等 の 中 核 的 な 予 防 業 務 の 実 務 経 験 を 一 定

期 間 以 上 有 す る 職 員 及 び 消 防 大 学 校 で 火 災 予 防 に 関 す る 課 程 を

修 了 し た 職 員 に つ い て は 、 そ の 豊 富 な 知 識 ・ 経 験 等 か ら 、 資 格

者の資格を付与することが適当である。  

 

イ  予防技術資格者の配置の基準及び処遇  

消 防 本 部 ・ 消 防 署 に お い て 専 ら 予 防 業 務 を 担 当 す る 係 に は 、

少なくとも資格者を１人以上配置するものとするべきである。  

資 格 者 に つ い て は 、 そ の 勤 務 実 績 も 踏 ま え 、 予 防 業 務 を 担 当
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す る 係 に お け る 指 導 的 立 場 に 置 く な ど 、 昇 格 ・ 昇 任 等 の 処 遇 面

での配慮を行うことが望ましい。  

 

９  救急業務  

救急自動車の搭乗隊員数の基準  

現在、救急隊の編成人数は、「消防力の基準」及び消防法施行令第

４４条の規定において、救急自動車１台につき３人とされている。  

救 急 需 要 が 増 加 の 一 途 を た ど っ て い る 一 方 で 、 市 町 村 の 財 政 状 況

等 か ら 救 急 需 要 の 増 加 に 合 わ せ て 救 急 隊 員 の 数 を 増 加 さ せ る こ と は

困難な状況にある。  

ま た 、 病 院 間 の 救 急 搬 送 と し て の 転 院 搬 送 で は 、 高 度 医 療 機 関 へ

の 遠 距 離 搬 送 の 場 合 な ど 、 １ 件 当 た り の 活 動 が 長 時 間 と な り 、 そ の

間 の 当 該 救 急 隊 の 管 轄 地 域 の 救 急 体 制 等 に 支 障 が 生 じ る こ と が あ る 。 

こ の 転 院 搬 送 に お い て は 、 当 該 転 院 搬 送 に 係 る 医 療 機 関 に 属 す る

医 師 、 看 護 師 、 准 看 護 師 又 は 救 急 救 命 士 の う ち １ 人 が 同 乗 し 、 救 急

隊 員 ２ 人 と 合 わ せ て ３ 人 が 確 保 さ れ る 場 合 、 救 急 隊 員 ３ 人 の 場 合 と

同 等 以 上 の 救 急 業 務 の 実 施 が 担 保 さ れ る こ と か ら 、 転 院 搬 送 に お い

て 、 こ れ ら の 医 療 従 事 者 が 同 乗 す る 場 合 に は 、 救 急 隊 の 搭 乗 隊 員 を

３人から２人とすることができることとするべきである。  

 

10 消防団  

消 防 団 は 、 火 災 、 風 水 害 、 震 災 等 の 災 害 対 応 や 日 常 的 な 防 火 指 導

等 の 活 動 に お い て 、 地 域 の 消 防 ・ 防 災 力 の 維 持 ・ 向 上 に 不 可 欠 な 役

割を果たしているが、消防の常備化の進展、社会環境の変化に伴い、

団 員 数 の 減 少 や サ ラ リ ー マ ン 化 等 多 く の 課 題 に 直 面 し て お り 、 消 防

団の充実強化・活性化が喫緊の課題である。  

現 行 の 基 準 で は 、 消 防 団 員 の 総 数 の 決 定 に 当 た っ て は 、 消 防 団 の

業 務 を 円 滑 に 遂 行 す る た め に 必 要 な 数 を 、 市 町 村 の 判 断 に よ っ て 定

めるものとされているが、算定指標は示されていない。  

し か し な が ら 、 消 防 団 の 役 割 を 反 映 す る 具 体 的 な 算 定 指 標 を 示 す

ことは、市町村が必要とする団員数を客観的な条件に基づき算定し、

団 員 確 保 を 進 め る の に 資 す る こ と か ら 、 算 定 指 標 を 「 指 針 」 に お い

て明示するべきである。  

この場合、「通常の火災に対応するために必要な団員数」と「大規

模災害や武力攻撃事態等に対応するために必要な団員数」について、

数値指標を示すとともに、「地域固有の事情に起因する特別の災害対
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策 に 必 要 な 団 員 数 」 と し て 考 慮 す る べ き 地 域 特 性 を 示 す こ と が 適 当

で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の 団 員 数 に よ っ て 、 日 常 的 な 防 火 指 導 等 の 活

動も十分に行えるものである。  

以 下 の （ １ ） か ら （ ３ ） に よ り 算 定 し た 団 員 数 は 、 少 な く と も 現

在 、 地 域 の 防 災 力 を 担 う た め に 必 要 な 団 員 数 と し て 設 定 し て い る 当

該 市 町 村 の 条 例 定 数 を 下 回 る こ と は な い と 考 え ら れ る 。 各 市 町 村 に

お い て は 、 こ の 指 標 を 整 備 目 標 と し て 、 消 防 団 員 の 拡 充 に 努 め る こ

とが必要である。  

 

（１）通常の火災に対応するために必要な団員数の基準  

消 防 団 が 管 理 す る 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 操 作 に 必 要 な 人 員 （ 消

防 ポ ン プ 自 動 車 １ 台 に つ き ５ 人 、 手 引 動 力 ポ ン プ 又 は 小 型 動 力 ポ

ン プ １ 台 に つ き ４ 人 ） の ３ 倍 （ 災 害 発 生 時 の 団 員 の 災 害 現 場 へ の

参集率を考慮）の数とするべきである。  

 

（ ２ ） 大 規 模 災 害 や 武 力 攻 撃 事 態 等 に 対 応 す る た め に 必 要 な 団 員 数 の

基準  

① 地 域 に お い て 住 民 の 主 要 な 避 難 場 所 と し て 指 定 さ れ て い る 公

立 小 学 校 へ 住 民 を 避 難 誘 導 す る 場 合 を 想 定 し て 、 小 学 校 区 内 の 可

住 地 （ 田 、 畑 及 び 宅 地 ） 面 積 を 団 員 １ 人 が 避 難 誘 導 を で き る 面 積

（ ０ ． ０ ６ ～ ０ ． ０ ９ ㎢ ） で 除 し て 得 た 数 、 ② 指 揮 者 の 数 （ 小 学

校区ごとの団員数の概ね１割）、③消火等の活動に必要な団員数と

し て 消 防 団 が 管 理 す る 消 防 ポ ン プ 自 動 車 等 の 操 作 に 必 要 な 人 員 の

数を合算した人員とするべきである。  

 

（３）地域特性を考慮した算定  

（ １ ）、（ ２ ） の ほ か 、 他 所 か ら の 応 援 が 困 難 な 離 島 地 域 な ど 市

町 村 の 地 理 的 特 性 、 ま た 、 林 野 火 災 、 火 山 、 豪 雪 、 水 害 、 土 砂 災

害 等 地 域 固 有 の 事 情 に 起 因 す る 災 害 対 策 に 必 要 な 団 員 数 を 加 算 す

る 必 要 が あ る が 、 市 町 村 は そ れ ぞ れ の 地 域 特 性 に 応 じ て 必 要 と な

る消防団員数を算定するものとするべきである。  
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